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Facebook、Twitterもご覧ください。メールでのご相談お気軽に。
　ホームページ・ブログ：http://araodaisuke1226.jcp-ota.jp/
　メールアドレス：daisuke-arao@jcp-ota.jp
　Twitter：@araodaisuke
　Facebook：https://www.facebook.com/araodaisuke

　大田区議会第３回定例会が９
月１１日から１０月９日まで開
かれ、決算特別委員会において
２０１４年度大田区一般会計歳
入歳出決算、国民健康保険特別
会計、介護保険特別会計、後期
高齢者医療特別会計の審査が行
われ、賛成者多数の結果決算が
認定されました（共産党区議団
は反対しました）。
　私も決算特別委員会の場で初
めての質疑を行い、下丸子駅の
安全対策と情緒障害等通級指導
学級、いわゆる通級学級の存続

と、それに代わって来年度から
本格導入される特別支援教室の
充実について区の姿勢を問いた
だしました。
　２０１４年度一般会計決算は
歳入総額２５２５億円余、歳出
総額２４０７億円余で差引額は
１１８億円余となり、予算計
上しながら使い残した不用額
は９４億円余にのぼりました。
区の積立金現在高は１１０１億
円余で前年度比で８６億円余
増え、区の借金である区債は
４０７億円で前年度比４４億円

減りました。
　福祉費の使い残しは最大の
３３億円にのぼり、低所得高齢
者への臨時福祉給付金は執行率
５４．９％で９億円使い残すなど
福祉を軽視している区の実態が
明らかになりました。
　一方で２０２０年の東京オリ
ンピック・パラリンピック開
催に向けての大規模開発では、
京急蒲田駅西口開発に３４億円
余、糀谷駅前再開発に２０億円
余を使い、実現の見通しがない
新空港線（蒲蒲線）計画に５億
円積立てています。さらに羽田
空港跡地開発には１７１億円も
積立て、内閣総理大臣の認可で
トップダウンの手法の特例を活
用した「新産業創造・発信拠点
～ＨＡＮＥＤＡゲートウェイ～」
計画を区民不在のまま都市計画
審議会にもかけずに推進しよう
としています。
　予算を組みながらお金を使い
残すなど、区民のために仕事を
しなかったといっても過言では
ありません。オリンピック・パ
ラリンピックに託

かこつ

けた大規模開
発優先の区政から、暮らし・福
祉優先の区政への転換を図るた
めに引き続き頑張ります。

法律相談もお気軽に
11月18日（水）午後２時～
 あらお大介事務所
（事前予約が必要です。電話か

ＦＡＸでお申し込みください）

区民不在の大規模開発をやめ
暮らし・福祉が豊かな区政を!
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　東京都教育委員会（都教委）
が来年度から導入しようとして
いる発達障害児のための「特別
支援教室」について、大田区は
来年度から区内の公立小学校す
べてに導入しようとしています
（今年度からモデル校として区
内９校で実施中）。
　この「特別支援教室」は従来
の情緒障害通級指導学級に代
わって導入されるもので、情緒
障害を抱える児童が通級学級設
置校に通うものを、現在通って
いる学校に指導教員が巡回して
指導を行うという形に変えるも
のです。
　この「特別支援教室」の問題
点は、教員数が現行の通級学級
の教員配置よりも３割減るとい
うことです。都教委の説明では
「教員は減らない」となってい
ますが、教室に通う児童数は今
後大幅に増える見通しで、一人
ひとりの児童に対する教育時間
と内容が保証されなくなってし
まいます。
　教員数が減ることで少人数で
コミュニケーション等を学ぶ小
集団指導（通級学級ではこれが

重要視されています）ができな
くなり、個別指導が中心になる
ことも懸念されます。巡回指導
員も非常勤職員となることで教
育の質にも影響が出ることは必
至です。
　情緒障害を抱える児童は周囲
の環境に慣れるのが苦手である
ため、環境の変化によって不安
定になり、その結果不登校にな
るのではないかと心配する保護
者の方の声も聞かれます。
　東京都の通級学級には５０年
の歴史があり、全国に先駆けて
培った実績と成果があります。
子どもたちが安心して学べる環
境である、かけがえのない通級
学級はなくすことなく、継続さ
せることを今後も求め続けま
す。

（都教委・武蔵野市ホームページより）

通級指導学級と特別支援教室のイメージ

　矢口３丁目の多摩川小学校付
近の旧提通りの道路改修が近隣
住民の方の要望で早期に実現す
ることができました。
　近隣の方が繰り返し要望をし
てきたもので、今年の夏に工事
が終了しました。
　振動が少なくなり、砂利の飛
散もなくなったとのことで、本
当に良かったです。

今年１月に現地調査した時（上）と
現在の道路の状態。きれいに整備さ
れました（下）。

かけがえのない情緒障害
通級指導学級を残して！

住民の要求で道路の
早期改修が実現！

今後の予定
11月26日㈭・27日㈮
第４回定例会本会議

11月30日㈪
常任委員会


